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議議
せ て報 よゐ

玄

大平五郎

日本鋳物協会来北支音防呈創立されたのU昭和26年9月30日で、それ以来もう 12年

以上経っています。しかしいわゆる泉北地方の特殊事情どか交通の不便さから従来それほ

ど活溌に動いていると（jいえませんでした。そうlゎ、っても当地方と協会どの関連U、か

なり古くからめり昭和 I4年 10月にU山形市および秋田市を中心として第22回鵠演大

会、エ場見学会が行われておワ、戦争中の昭和 I8年 I0月に，.1仙台市て第 30回講演大

会が盛大に行なわれ（このめどは戦争のため中止になり、昭和 21年 I1月に第 3I回大

会が川ロて’再開された入当支部創立後Cj昭和26年9月に福島、山形を中心として、第

4 1回講演大会が行われていますので会員諸兄のう色てU党えている方も多、七忠遣すー

また研究方面についていえば、当地方U金属関係の研究者U 日本て最も密集しているとこ

ろで、鋳物関係についてもすぐれた研究U多々めり、企図的にみてもかなり注目されてい

今や、世界(;j狭くなれ生活様式l域紛こなって来て、鋳物工業劫圭他の産業と関逓なし

に、また一地才のー場所だけでやって、、けるもので，.1なくなってきつつあるようてeす。そ

こで同じ鋳物に志す者同志が一緒に集まって話し令、、議論したワ教えられたワする機会を

もっとつくるべきでUなかろうかとの意見が強〈出てきて、一昨年から当支部としても積

極的に重量き出したわけであります。幸、、にこれまでのところでは、講習会、講演会などい

ずれも非常な盛況で、それに出席者の方々が大変熱心だったので、企宣する側としても婚

しく思っています。

今後このような催LU引続き行うつもりていますが、なr:..i：ん鋳物協会というのは学術

団体て、直接商売にU関係しないものですから、それだけに経済的な立場UUなUだ弱く る

この点U運営する側として，.1＂、ろいろ苦労しています。しかしかえってそのために学問と 長

か技術の面での｜自由Jがはなはだ大きしその自由に向つてのみなさんの善意によって ま
鋤いていると、、えるでしょうo l 

実際のところ支部の運営に、めか、tl支部の講演大会の企重運営に当られた方々口、そ l 
れぞれ非常にitがしい立場にある人達でしたが、その方々に時間的な犠牲と、どきにU金 主

； 錦町負担まで附けしてお骨折り頂いたおかげて支部活動がこのように滞になってき l 
I たものと思っています。 若

t 当地方の持物業界がいそがしくなればなるほど＼支部としての用事が多くなることで L f 
妥 ょう。しかし私共としてUそれ軒厭いません。それ口会員のみなさん才の善意と、有形無 * 
! 形ゎ御格持安いつも9近に感じていろからです0 j 

f （東北大津エ学部教授・東北支部長） 李



東北 f開発 に想 ’フ

宮 原 JI頂一郎

昨年秋田本は訟鋼生霊tc争いて独国を抜いて世界第三位Kのし上った。面積に比して海芹7線が長

いという国存もから海を刺用して世界の最も適地から資源を多量に運んで来て活用したとと h遅れて

いたというととで海岸地帯に最新式の能率のい也大き左工場が沢山出来たととKよるものである。

船Kついても菅は数千噸から数万噸程度だったのが現在では十万噸を越す大型輸送船も就航する様

K在った。
菅我々は日本は資源の貧弱走国でいつまでもうだっの上らをい匡民・と観念的Kそう思っていた。

今や宇宙開発の時代であり米国へも一昼夜足らずで行ける様K在った現色地域の問題を今迄の様

左せま山考えで云々する必要は左いと思う。しかし現実を無慢する事は出来左い。将来K托し在が

らも希望をもってそれに出来るだけ早〈近づ〈努力をし左ければをら左い。緯度から言って西欧K

比較して、東北左んか問題で左い（秋田、ニューヨー夕、イタリー南部が同緯度もっとも緯度だけ

で寒さの程度は律し治柁ゆ~） a その為Kは国の中心との交流がもっと短時間K出来る様左施策がと

られるべきであろう。相生将来生産工業と［レジャーJ産業を平行K考える古慌がとられるべきであ

払前者は海岸平地K後者は比較的山間地へと考えている。

日本はま・だ、レジャー産業がミ屋れている。経済が安定して来るKつれ当然との方面は大いK発展し

て来るであろう。幸い東北は観光資源、Kめぐまれている。とれを県単位で在〈束ヰt.1て県がしっかb

手を．握b磐梯へ来たら蔵王へついで忙八幡平から十和田や男鹿へと関連づけて人を引ばって来ると a

とをもっと強力K推し進めるべきでは左かろうかa それKよって人の交流が起れば当然交通も平行

K考えねば左らん事だし、その結果として当然事業活動も活設K左タ地域の問題も必然、抑亡少〈ま

って来るものと信じている。

先づ沢山の人の目を東北K向けさせる為Kは観光資源の開発活跡ら始めた方が手っとり早い道

であろうaそうしてとそあらゆる事業活動Kつ左がるo「トンネルJ＇とか「リフト」とか施設さえ出来

れば十和田左ど半年間も埋れさせて~.. ＜必要はをい。

とれからは人的資源も足りを〈走る時伶であると言われている。東ヰ回ままだ働くととろが少〈て関

東関西へ働きK出ている始末である。とんを事を考えて来ると東北拡とれから最も伸びる余地のあ

る期待のもてる地域であるとも言える。

私は現在生産事業陀たずきわっておるが、・その事業活動の不便さからとんでも左いとの他所事をいっ・

も頭にえがいている。そうして機会ある鰐Kとの主張をの丸一般論として高揚されその促進K役立

てばと厭っている。

〈秋田金属工業株式会社取締役牡長・東北支部理事〉
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鋳物屋の喜びと悲しみと

金子 淳

私は締切年一いやとの際敗戦の年といった方が、ぴったけるーの十月K学校を卒業した。世

が世左らば、中国大陸K渡b、皐鉄をやb、のんびタ一生を過すつもbでいた。処品k：敗戦のウキ

日K会って、とうとう卒業してから鋳物厚稼業K十丸年という長い年月を過してしまった。今更製

鉄ではあるまいと思っているので、死ぬまでとの稼業を紛ナる予感がする。

昨年の。鋳物。 11月号K網谷さんが、。随想。の中で。鋳物技師で伸びる者は技術も技術だが

言訳の上手左人だ。というととを訴されている。

正し〈そうである。言訳の上手左人で左ければ。オシヤヵ。の処置ま出来をいのである。

毎テヤーテ・0オシヤカ。が出るo何胴やってもものK在ら左い。五手続の仕上力I江で何十万円、何百

万円のものがポYと不良になる。菅の人は不良のととをよ〈も。ォγヤカ φ・といったものだ。

との言葉は実感をもって胸K響〈。大量の不良が出た時、或は大物を不良にした時、夜床Kつい

てからも死んだ子供の看病の不手際を反省すると金〈同じ気持で、。あ与でもをかった、とうでも

左かったφ :!:: ..ついつい眠れず朝忙をるととが度々である。本当陀因果を商買Kついたものと我と

手幼Z身を嘆〈のである。

とのよう左時、言訳の上手走者でないと上司K報告して、諒解して貰う事が出来ず‘ とうとう心

の痛みK耐えかねて鋳物稼業から足を洗うととになる。

一個百屯一五十屯の鋳物をやる時、貝ハ時は一カ月も造型lてか注 ！＞、湯を入れる前日：在ど心身の

疲労と心配で血の小便が出たものだとその道の古老からよ〈聞いたものだ。とれが又うま〈行った

時の喜びと酒の味は格見ljで言葉でいうととが出来在いものだと間ぐ。

私左ども数屯のものではあるが、始めてやる鋳物D方案を何回も考えて立て、鋳込んだ翌日、朝

早〈暗い中K工場へ行き、秒、bパールで砂をヨツコツ落しているとその鋳物が、。そう，C,~記する左

大丈夫だから0 φ と話をして〈れるよう左気持に在った経験がある。

処が夜勤などで、上司Zい左いのを幸~.. JJS rrirでワイ絢亡花を咲かしている最中K、fiκ大穴を

あけ、湯をオシツコさせてしまったとともある。文始めて鋳鋼を生裂でやった時、毎テヤーヂ

毎テヤーヂ、ピンホールで不良K左b、炉の連中も溶かす元気が左〈走り、それを元気づけるた

めKドブロクを問、五日つづけて飲んで慰め合ったとともある。

。全〈鋳物は鋳込んで見まければわからぬものである。 との言葉は言訳する側から見れば全〈

貫宝を言繋である。処が言訳を問〈側から見れば誠Kもって。クシカラ：，.，.，.言葉である p

私もi自い追いとの言葉を言訳手れる立場で問〈ように在ったoとれを開〈と Jli1・が立つが、自分も

背よ〈との言葉の世話K在ったととを思い出し、苦笑し、長互に因果左稼業Kついたものだと慰め

会う機会が各〈在った。鋳物関襲、事びと悲しみを交互K味う職業は左いようだ。そして又との稼

業Dアカ陀染ると仰の聯亡つ〈気がしま〈在るのも不思議であるo 作？姐Sてそん左魅力があるのかわ

から自が0 ••••••• 

〈福島製鋼株式会社工場長・東北支部理事〉
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ヨーロツパ見聞記

覇
丸山益輝

1、人のみでないものを見であるき

顔陀似合わず人一倍てれ屋の私は軍事と 2、 5人の友人陀だけ見送られて、昨年8月末、スイス

エアー機で羽田をたった。空港で著書は無精者の私がたよりないのか、今までに何回も〈り返えさ

れた身の廻り疋ついての注意を改めて細々と〈り返えした。友人は友人で或いは臥励の、或いは

同情の言葉を＜ tJ返えして〈れたが、暢気な私促は関西辺りに出張する穫の実感も湧かなかっ九

しかし、キューンという金属音の中氏、アツという聞にジェット機が雲海の下に祖国を引き離し

たと昔、さすがの私も、 「さあ、いよいよ外国民行〈んだ」という実感に身を締めつけられた。

にとやかに青い眼の美し1/¥スチユワデスがコーヒーを運んできたとき、その甘い呑の中氏、私も

また人並に「さ為、何を見て来ょうかjと考えた。正直に言って鋳物工場や鋳物技術そのものに

は余り興味がわかをかった。しかし多額の税金と多額の銭別で送り出された身なればとの反省か

ら、ともか〈何かをみて来なければと思ったが、とどのつまり人のみてな.V¥ものをみて来ようと

のヘソ曲り的結論にしか達しなかった。しかし人のみでないものが何なのか、またそんなものが

まだあるのかも介らなかった。結局はとりとめもな怖ととを落穂的に感じてきただけであゴd：、

そんなととでも何かの参考になればと、 2、5綴ってみるととにした。

2、共産圏にもあった小さな親切

チユーリツヒからプラハ行のチエコ航空の旧式な d発プロペラ機にのり込んだと曹、 γートの

色あせた機内の暗さにまず一抹の不安を感じた。座席陀身をまかせると、ガタリと座席が右に傾

いて、不安d風船玉のように 20買の体からはみ出る穫にふ〈らんだ。不協和音と異常な臣賞動の

中氏スイスとチエコの国境を越えた。プラハ空港につ〈や、直ちにパスポートは取りあげられた

小一時間後広一人一人赤地の入った帽子をかぶり、怖かめし抑制服を身にまとった役人の前陀呼

びつけられた。ぞとで身介、滞在目的、滞在予定、ホテル名等につき尋問をうけたが、とれは大

変な園児来てしまったと思った。国際会議促のぞんでも事務能率は悪〈、手遺1/¥も多〈、共産国

に対する私の印象は甚だ悪かった。
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との会議の最初の目、私は一人の世話係スコカy氏と知りあった。彼はドイツ語のみで英語が

できず、私が全〈片言ながらI/¥＜らかドイツ語を理解するととろから知旬ふったのだが、会議の

期間中彼は旧来の知己のどとぐ何〈れとた〈面倒をみて〈れた。その親切に甘え、私は最終自の

晩さん会の席で、 「もし明日台暇があったら、 γョツピングをした怖ので、案内して〈れ?.l"机 治づ

と彼陀頼んでみたa 初め彼ほ一寸伺ったよ勺な顔をしたが、寸〈・笑顔を作り「明日、 :1a時会場

の人口で待って凶て〈れJと答えてぐ拘た。当日はまだ平日で、彼氏は職場の仕事があった。し

ばら〈して私はチエヨが個人的自由の少.1.rい共産国であったととに気がつ費、とれば大変虫色惑な

ととを頼んでし宣ったと後悔した。

ともか〈翌H、規定の時聞に会場の人口K行ってみると、スヨカン氏は 19オの美しい妻君を

つれて待っていてぐれた。彼の妻君も同じ職場に働いているのだが、私のために2人して職場の

了解を得て来てぐれたのだった白 1外国人のために休暇をとった彼らの親切、また個人的なとと

κ彼ら庇休暇を与えた職場の理解、とれ陀よって私の先の偏見はたちどとろに消えてしまったー

私は感謝の印花H本からもって来売とけしをプレゼントしたととろ、彼らもをたプラハの思加

出にとポヘミアン・シユタイ Yと円うとの地方独得の赤加小さな石をちりばめた指輪を私の妻の

ために貿って〈れた白今も衰の指に光るとの指輪はプラハ古成の影を映してしずかK流れるバル

タパJ11と共応、私の心に美しW思刷出として焼き付けられて加る。

3、いたるところに歴史あり

チエコは何処に行つでも呆しなI/¥平原と丘陵の連続。会議後大事．・パスによる 4泊5日の旅行陀

出かけたが、山紫水明の変化に慣れてW る日本人には、その単調さは全〈苦痛以外の何ものでも

なかった。それでもパスが小さな町に人ると、小休iとをとってぐれたのはなぐさめであった。驚

いた乙と疋どんな小さな田舎町IC.行つでも博物館があり、その町の、その地方のささやかな歴史

の跡が保存されてWたo しかも同行のヨーロツパ人は皆ぞれを大変興味ふかげKみて歩いていむ

歴史を大切に十るヨーロツパ人、私はそとに彼らの本質をか円主みたような気がしt.：.。プラハ市

を西方に数十キロ行ったところ応、ロケット戚とV¥う古城があった白それは丘の上記ひっそbと

建っている小さな城であった。何時・の時f亡、誰がそとに住んだかも介らなかったが、成内には数

多ぐの硝子、陶器、背銅鋳造品が陳列され、ぞれらは沈んだ色彩の中陀、静か庇その地方の文化

技術の陪史を物語って加た。私はふと日本のととを思った。盛岡、 LLI形、或加は瀬戸と吉凶陸史

の中氏生きる同じような地方は多V¥，けれどもそれらの地方の何ほどが、とれらを大切陀し、今

vc生きる人々にその歴史を教えているのだろうかと考えて淋しくなった。彼らの文化技術の根深
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さほとんなと ζろにもあるa

4、これこそ真の技術者

珍らし〈好天vc恵まれたH、エンター氏の運転するベンツ陀の旬、デユツセルドルフに通ずる

アウト．パーンを時速 12 0キロで飛ばした。建ち庁らぷ工場群慌た〈ましかったが、窓外ι流

れて大変美しく感じられたn そのH訪れたのはルール地方の崎中心にあるフオルメルγヤイン市

のクノールプレムゼ鋳鋼工場であった。とれは約 1.0 0 0人の従業員をよ勺し、月産鋳鈎，1.000t

球状黒銀鋳鉄 1.sootを生産して~る中級工場である。数年・前、 わたしどもは研

究室の）つの大きな成果で争る球状黒銘鋳鋼をとの工場に紹介した。そしてとの析しw材料内と

とに会ける開発の成果を討論する ζとがその臼の目的であった。との材料は技術的にかなり鵠し

い問題を内臓し、日本国内ιi,,-l/¥て．も．中金で役げ出した工場も多かった。それ丈に果してとの工

場が..・・どれだけの努力を払って〈れたか心喜Eであった。をしてや後進国である H本に生れた技術

など陀は、品汁もひっかけられていな仰のではな怖かと、私は大きなコンプレックスを抱きなが

ら、ピクピクととの工場を訪れた。出迎えてくれたのd工場長以下数名の技術者であったが、そ

の応待は大変丁重で、私の危棋は全〈払いのけられてしまった。数年間続けられた開発の吠果は

もう一歩の所空で来ていた。そして討論は活発を極めたが、彼らの態をはあ〈までも指導を受け

るという立場を守って加た。

工場を案内されたとき、鋳鋼工場の一人の技術者d，私

を顕質量鏡室に連れて行き、ある銅試片をのぞかせ「顕徴鏡

花みえる非金属介在物陀非常に困ってV¥るが、何かサゼス

シヨンをして〈れな怖かjと、相談をかけて来た。私は当．

、 惑に包まれながら、とのドイツ人技術者に限りなW尊敬の

念を抱いた。臼本の工場を、例えば東南アジアの技術者が

訪づれたとしよ句。ばたして同本の技術者は自分の当面し

ている問題をその人民相談するであろ行か。 ドイツ技術

の高い水準が実は以上のよ句~ねばりとけんきょさの土壌

の中氏、根深〈豊かに育〈・主れて加たととは大きな驚きで

あった。
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5、包装紙と雑誌

細長い池を中に挟み、しっとりとした街路樹氏つつ空れ南北陀のびたデユツセルドルフの中心

街ケーニヴヒス・アツレは、私の好きな街の一つである。！帝国も数日後にせまつえある目、土産

物をと忠ってとの街花実たが、乏し凶財布ι見合行品物はJ容易疋みつからなかった。何回か行

き央したのち、とある店内ショーウインドーの片偶応、野泊色の中K褐色の員の化石模様の入っ

た自然石のネックレスをみつけ走。犬変珍らしぐ思わ九たので、女店員に会加でみると、とれは

べルン．シユタインとI呼ばれるとの地方の：侍1をとのととでふった。筒段も手頃なので賀川もとめ

るととにしたo vずると女店長dとれを白紙の、粗末左しかし丈夫そ今な包装紙で包み、セロテー

プで端売とめた丈で私応手渡した。恐らぐ日本であっ：セら、美しぐデザインされたクース花入れ、

とったvi様の印刷された上質の包装紙陀包み、さらにその上K リボンをかけるであろ句。ドイツ

中何処を歩いても、日本のよ内在中味よ D豪華な包装を私d只の一回も経験しなかった。ドイツ

の街頭ιもあちとちに新崎、雑託、売場がある。 H本と同様ぞとには各種の週刊雑誌が沢山売られ

ている。その闘の内情を知るのに週刊雑誌d‘HI利で興味ふかいので、私はよ〈買い求めた。と

れらの雑誌は記事より名〈の広告で埋められているが、その広告マさえい店主庭の筏術で最上質の

用紙花印刷されて加る。私dドイツの友人に「何で広告なんかに ζんなぜ怖をつ〈すのか、全〈

もった加ない話ではな怖かJと問V¥かけでみた。すると、その友人は全〈合点が加かぬとい勺よ

今な顔をしながら「商品とdそれぞれの会社が手埼にかけて生み出した製品である。それを売っ

て皆i:I:生活してnる。ぞれを出来る丈、美し〈、人自につ〈よ丹氏世間陀出すのd、人が自分の

商品陀もつ愛情と義務じゃないだろ勺か、広告とはそ句い今ものだjと存えて〈れたロ

全〈対？附句な包装紙と雑誌のあり方、ぞとに私d ドイツ人の‘．徹底しれ合埋主義をみたよ句な

気が寸る。 ζのととd工場にみたドイツの技術にもいたるととろKみられる。

6、ローマは生きていた

ドイツ、フランス、スイス等々、何処の国の街に行っても、み寸ぼらしW 服装をした人相の余

りよぐな V}多〈のイタリー人が自につれ彼らは各国に出稼ι来てwる人々であるロイタリー人

d黒人と共にヨーロツパιj:,，ける大きな労働力であるととろから、或る貿易商社の日本人は彼ら

を指してヨーロツパの朝鮮人と称した。そ令した先入感にとらわれて私は、ドイツからミラノ市

陀入った。ととで迎えて〈れたマンゾーエ氏K案内されて各所を歩wたとき、先・づ驚ろかされた

ζとは道路の鶏晴しさで為った。私共は道路と云えばl宣ちにドイツのアウト．パーンを頭t'C描〈

が、イタリーの道路はそれにも増して堂々たるものであった。
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主ラノで私はアルフ 7.ロメオ自動車工場、タグリアフエリー電気炉工場等、数工場をみたが

夫々がかな句高賓の独創的技術をもって加た。生産量、設備にお・いて日本は令ゆる分野でイタリ

ーの上を行〈かもしれな加が、内容的には日本よ bvまるかに高い巨大ない〈つかの山をもった技

術国であった。

私dシトシトと静かにけむる秋雨が好争である。そんなある日、私は仕事：う‘ら解放され、ミラ

ノの旧市街の中心陀ふる一つれ基地を訪づれた。そとd数干の名もない人々の幕がある。それら

は緑の芝生と、様々の草木の植込にかとをれてひっそりと眠ってtハた。その一つ一つの．令τの幕

ιはブロンズ、又は大理石の等身大の彫｛撃がbかれていたnぞれらは或いは天使の姿で、或V¥は

戦場氏傷いた兵士の姿で、或いは無心にたわむれる子供の姿で、そして中には安の抱擁の中にあ

る美しい男女の姿で秋雨にぬれて加た。そとには生も死もな〈、只美しいもの丈が為った。私は

そとが幕地であるととも忘れ歩き廻ったが、先の荷社の日本人の言葉が悲しいものに思ゐれてし

かたなかった。技術と芸術者ーもったイタリーにd今ながローマが生普ていた。

7、ラート・ハウスに鐘はなる

ラート．ハウスとは市役所のととである。ヨーロツパの何処の街に行ってもラート．ハウスは

立派な芸ffii¥J建物で為るa 土産物屋で絵ハガキを探すと、必ずその写真をのせたものにぶつかる。

要するに、ヨーロツパの市民にとってラート．ハウスd生活の中心である。彼らdラート．ハウ

スの鍾により時を知久働き、休み、ねむる。その錨が静かに鳴り響〈限り、彼らは平和であ在、

私共も世界に各〈向ととを学び、技術、文化を発展ぎせ、ラート．ハウスに鐙をあ、き、静かに鳴

らし続けたいと思句。

（東北大学金寓材料研究所 東北支部理事）
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岩手県工業指導所の近況

岡

υ
栃 内淳志

当指導所の近況をb知らせする前陀対象業界の現況をb知らせしをければ在ら左い。

若手の鋳物は昔から南部鈎託の由也として広〈知られてお、b工芸品、日用品を盛んに生産してb

ったわしかし、戦後鉄瓶日用品は生活用式の移b変bkつれて需要が滋少してきたので日用品生産

工場は機合局制却の生産K転換い又工芸品も鋲強からすき焼鍋や灰皿等C生産K比重をうつし生型

による険協盆型を行う等益企態勢をととのえた。

現在は多数の工場が近代化され 10年前の姿を知っている人はその発達ぷ.lJre驚かされる。私遥

試験機関：：t・ある者も~界と共！て歩利鱒事項も鋳物砂から始ま b溶解技術‘造型方案‘材質管理技術

工場レイアウト、強淑鋳鉄と進んできてhる。

特に県内技術水準が均等K向上するようK努力した結呆現在機械餅お生産工場は同等の生産技術

をもつよう防．った。

その間にあって業界の協力も大きし鋳造研究会を持ち共に協議し技術向上K努めた。

l&;近強靭鋳鉄の生産lてIJJ心をもって試験的に行なってbb、試験機関としてもとの問題をとbあ

げれ 5年前から球状黒鉛鋳鉄について、岩手大学、岩手木炭製鉄ほと共同で試験を行っている。

工芸品についても‘産地として大きい問題であムデザイ Y諮習会，原型製作総習会、表面処理

講習会を行い、中央ょb講師を招いてbる。

試験梯闘としてはやるべき仕事は山程あるが人的K又予算関係から遅々として進まず、業界J旨識

も思う理行なうととが出来ず、悩んでいる。とれは地方試験機閣としていずとも同じと思われるが

何か良策ば左いものであろうかa 私達がそのよう在低迷している状態でも、業界は日増陀伸展しな

：すればならず、 ζの1月から隊動する岩手鋭機の新工場口先進地の工場に比綾して何等劣らをい立

祇ま工え廷であるa

稼助Kともなう生産技術も高度の水準に達している。

とれら新鋭工場の進出l亡つれて当指導所としても、かそまき左がら39年度(rej;~いて国庫助成K

よる設備を行い指導態勢を強化して鋳物生産地として発展するよう‘技術指導陀努力したいと考え

てbbます。

（岩手県工業指導所。東北支部幹事）
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昭和97年度、 38.年度経過報告

1. はじめに

日本

井川克也

昭和26年9月30日、福島bよび山形で開催された協会全国大

会を契期として福島で成立発足して以来、浜住松二郎、五十嵐男、大日方一司の各歴代支部長の

もとで活動が続けられて来た。そして昭和37年春、大平支部長か就任したのを機会に、従来に

もまして一層活発走支部活動を其帯する声が高ま払とのため昭和37年7月14目、東北支部

理事会が、仙台市東北大学工学部金属エ学科で開かれた。との席で支部活動の方針、支部規約改

正案、役員候補選出‘支部大会計画左どか討議され、いよいよ本格的な活動を開始するはζびと

なった。

2. 昭和37年度支部大会（3 7年8月8日）

前述。理事会＇＇（$，， 1,nて決定された支部大会が仙台市陀bいて開催された。

との日仙台は、恒例の七夕祭タの最終日陀あた払列車v宿は相当左混雑を見せていたが、午

前10時、会場｝てあてられた東北大学金属材料研究所講堂陀は、東北各県ょ b約10 0名の熱心

走会員が続々と集長、溢れるばかbの盛況であった。講演をb願いした浜住松二．郎名誉会長、吉

岡厨副会長をはじめ、村上武次郎東北大学名誉教授、大日方一司前支部長、田中本部主事左どの

街別席のもとに支部総会が開かれ‘規約改正案は一部修正して司3たされた。また支部役員として

次C各氏の就任が承認された。

{1) 支郡長 大平五郎

(2) 相厳役 村上武次郎‘大日方一司、音谷登平、本間正雄、幸田成康z 金子信男

金森九郎．大原一雄、中国儀直．

(8) 理事 平賀広一、田畑三郎‘高橋勘治郎、大内峻‘菊地忠男‘背木猪三雄、芹

国陽、宮原願一郎、丸田正孝‘五百川信一‘天口・千代松、長谷川源七、

金子淳、小都府資、西良夫、丸山益輝、井川克也、

(4) 幹事 小林俊雄、渡辺触、田畑一、栃内淳志、藤田昭夫

（な主炉、理事西良夫氏は38年東京へ転出された。〉
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ついで午後1時ょb講演会が開かれ、まず吉岡副会長が、「キユポラ操業上の留意点」と題し

て、均ーな材質の鋳鋲純物を安定して生産するための、原手持ヰの管理、キユホ・ラ操業左どKつい

て具体的な指針を述べ、明日からでも直ちに現場で応用できる貴重な体験を 1時間半にわたって

説かれ臆衆，re深い感銘を与えた。
つぎに浜住名誉会員は「鋳鉄鋳物製造の生産状況と合理化Jと題して、多数の統計を幻燈で示

しながら、鋳物工業合理化5カ年計函K説き会よび、今後の不況時代を采b切るための合理化方

策Kついて述べた。さらに先生の最近の研究成果として， Ni-0合金を主として用いた実験の結

果を示し‘球状黒鉛の生成機構を、黒鉛結品性の観点から説明した。以上工場経営会よび学問の

両面Kわたる深い造詣を約2時間にわたって縫演され、会員一向きわめて益するととろが多かっ

た。

その後、三菱化成工業＂ j:,，よび新東工業両社の御好意による技術映函「キユポラ操業」、「躍進

する鋳物工業」が上映され‘前の講演と密接ま関連をもってきわめて有意義であった。

懇親会は午後6時半よ払仙台市セントラルホテルK$，いて、参加者40名Kよb盛況謹忙関

かれ、大平支部長挨拶、浜住名誉会員の乾杯、吉岡、本問、大原、田中、各来賓‘相談役のテー

プルスピーチ‘続いて金子、宮原、天口、菊地、各理事が交々立って‘体験、抱負左どを披涯し

在どやか左談笑が続いた。

~ 
左卦、今回の総会に砕いて宮原理事から、協会誌鋳物。に掲載される研究論文忙鋳鋼関係む

ものが少ないが‘との方面Kも本部として力を入れてほしいとの要望が出され．とれK呼応して

会誌 35巻 3号が鋳鋼特輯号として発行されたととは本部と支部の連繋の例として誠陀喜ばし

いととであった。

3. 鋳鋼技術講習会（38年2月22日）

前項の支部大会での会員多数の要望Kもとづいて、東北鉄鋼協議会と共催で、また秋田県の後

援を待て、秋田大学鉱業博物舘講堂t(j;，いて鋳鍋技術講習会を開催した。講師＃よび演題は下記

のようである。

( 1 ) ステンレス銅の溶解および耐食性

東北大学金属材料研究所

師岡保弘

(2) 鋳鋼の溶解および鋳造方案

福島製9陪株式会社

金子 淳
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(3) 鋳錦用鋳型材科および造型

目立製作所勝田工場

(4) 鋳錦工場の経営と生産性

小松製仰芳生産遂行本部

磯野好治

松滞次義

会主誌には東北各県卦よび新潟県から 10 0名をとえる会員が参集し、特K講演終了後の活発な

質疑吃各・が印象的で、本支部としてとの穏欝習会が極めて有意義であるζとが感じられた。師岡

氏はステンレス銅の電気炉溶解の詳細につhて述べ、また特殊元素陀よる岳j食性の改善lてついて

多数の資料を提供され、金子氏は鋳鋼C酸性溶解法について多年の研究によって得られた作業標

準を説明し、ついで炭素量のちがいによるひけ巣発生状況の研究と、その対策として鋳造方案を

のべ‘参加者の深い興味を呼んだ。磯野氏は最近に$，ける各種鋳型材料bよび粘結弗lの窪めて詳

細にわたる説明をされ、松浦氏はまを営と生産性に関して多〈の資料を紹介したのち、 ζれらの基

礎としての鋳造技術の重要性を強調して、鋳造技術者である会員の一層の努力を要望し深い感銘

を与えた。

講習会終了後ニューグランドホテルで行なわれた懇親会には約40名の会員が参加し、東北地

方の鋳物について同染者同志の忌俸の左い懇談が続き、講師各位を囲んで有意義な 1日であっ包

4. 金属関係学協会東北支部連合第1回研究発表会

(3 8年9月20 0 2 1日）

日本鋳物協会、日：本金属学会、日本鉄錦協会、日本鉱業会、日本溶接学会各東北支部連合の上

aa研究発表会が東北大学工学部金属材料工学科を会場として行まわれた。東北地区で活躍する若
手技術者、研究者の日頃の研さんを発表し討論し合う場として今後毎年行左われる予定で、当

支部会員の活躍を心から希望する。

以下に今回発表された当支部関係の競演概裂を紹介する。

( 1) 鋳物砂についての実験

秋田大学芹回 陽

鋳物砂の具備すべき条件とじては種々考えられるが、特に酎火度、村度介布が重要で、広〈用

いられる山砂では長石の混入によるSi02 'I,の低下のため‘酎火11£が低下する。石英と長石の硬

度差〈モ一九硬1ft7 :J;.，よび6）を別府してサンドミルで砂を処理い粒皮を揃え、 si 02 ，，，を上

げるととができる。供試山砂は秋田市寺内に産出する通事1'J¥橋砂あるいは寺内砂で、とれを 1回

処理盆SK訟のサY ドミルKかけて試験した。 1図の処理量 C1、ムムム 5Kr;）、究開i時間

( 1 ＇ムムム 1口、 20時間）‘ローラ重量（1 0, S均〉‘ローラと底・板との間隙（0,
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人 2u）をど条件をかえて行在った結果Siqとして5～10 S'の上昇が得られた。

(2) 1トン恥市キユポラ操業におげる材質の安定住

岩手鋳機工業 佐藤幹寿

羽口内径SOOu‘有効高さ比5、羽口径50 u‘送風管内径20 0~ ジヤクツトの高さ

8 0 O:r.n‘同厚さ 40 u、羽口数ム羽口比 ・J6 、送水用~yプ0.7 5郎、送風予熱温度11 0 

～1 2 5℃の水冷キユポラを用い．溶解速度1.0001'9/h h ベッドコークス高さ 90 Omr‘コー

クス比 15 ~、送風量 2 5仰／泊、水量60 £/i励、出湯温度1,5 3 0℃、鋼屑・配合率5～45 

S'でFC 1 0～3 0まで5～4種の多額配合操業を行なった過去4年間の日吹き操業結果につい

て整理し‘主として強制チルKよる炉前試験結呆から材質の安定性を調べた。その結果‘多種配

合の場合炉況の安定性、溶湯材質の均一性は水冷操業が盤盈操業陀ぐらべてすぐれ、とぐに懸念

された溶湯酸化も少左し耐火材料費、 λ件費、作業能率上からも経済的陀有別であるととを明

らかKした。

(3) 低合金酎熱鋳鉄め研究

東北大学工学部 大平五郎

井川克也

由利工高 穂積芳孝

普通の溶解法で得られる鋳鉄lて取鏑添加2をどの簡単在方法で少量（5~以下）の合金添加によ

って耐熱性のよい鋳鉄を得る目的で実験を行なった。まず空気中で950℃K加熱を繰返して酸

化増設を調べると、片状黒鉛‘援片仇黒錯、球状黒鉛の願で黒鉛形状陀よタ耐熱性が向上し、ま

た Si~の増加とともに耐熱性がますのつぎに片状黒鉛鋳鉄忙対して合金元素の影響を調べた結呆

2～3 ic、4～6isi,2'/,A ム 2'/,C人 1S'添加ZrまたはZrの代b'1C 0. 1 'I,添加

B eの組成をもつものが最もナぐれ、 90 0℃， 5 hrs, 1 0回加熱lてよる酸化増量、成長、ス

クール生成iiはいずれも零K近い成績を示した。

(4) 低合金耐食鋳鉄の研究

東北大学工学部 大平五郎

井川克也

前記したと同様左手段で耐食性忙すぐれた低合金鋳鉄を得る目的で5S' H O ι .HN03 T:T:zS 04 
Nae C水溶液中でむ腐食実験を行在った。まず黒鉛組織は片状黒鉛の場合それが大きぐ成長して

数が少在いほど酎食位がすぐれもとれは鶴自組織との界面が少左いためにH2ガス発生箇所が少

在ぐ左るためである白また81は不溶性Si02の生成Kよって保護被膜を形成するので含有量の
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－多い方がよい。その他合金元紫の影響を調べた結果、 2.5～3.s ~c ‘ 3. 5～4. 5 S i、0.4～ 

0. 8弱cu、o.0 5～0. 0 8梧Sn ¥ a.a 5～0.08 % S Uの片状黒鉛鋒鉱がすぐれた耐食性．をも

ち、普通鋳鉄骨よび 4～ 6~S i、I.5～2.3 % C rの酎海水鋳鉄と比較した結果‘ s% Hee$ .. 

よび人工海水中でそれぞれ普通鋳鉄の16、71 ＇／，、 cr鋳鉄の38‘8 6 <J,の腐食減量K止ま

る成績を得た。

(5) 球状黒鉛鋳鉄の熱処理組織について

岩手県工業指導所 栃内海志

工藤徳寿

ダクタイル銑、 砂鋲銑、木炭銑のそれぞれを原料として作ったマグネシユウム処理球状黒鉛

鋳鉄のレデプライトセメYタイトbよびパーライトセメ γ タイトの黒鉛化を目的として85 0～ 

9 0 0℃の才1段焼鈍、 70 0～7 5 0℃の才2段焼鈍の時間を変化させて、最適の加熱サイク

ルとそれK及ぼす鋳造組織、組成‘原料銑左どの影響を調べたロ

(6) 低温焼鈍における強滋鋳鉄の化学成分と機械的性質について

東北大学金属材料研究所

．．本間正雄

目黒 博

鋳進応力除去のため50 0～6 0 0℃で低温焼鈍が行左われるが‘とれ（I(よるパーライトの黒

鉛化、機械的性質の変化を調べた。単味成介の強靭鋳鉄では55 0℃以下の焼鈍温度では引張強

さと硬さは余b低下しないが‘ 60 0℃、 6hrs焼鈍で黒鉛化Kよる引張強さと硬さの低下が著

ししとの傾向はMn量の低hものほど、 si盆の高いものほど大きい、還元溶解した鋳鉄Ks 

0. 0 5～o. 0 6 'I,含有したものは酸化溶解恥よび低S還元溶解試料に〈らべると黒鉛化率が低〈

機械的性質が最もすぐれている。とのどきの還元溶解試料の酸素分析値は？～35 PPm で、酸

化溶解試料のそれは26～6 0 PPmである。また鋳放しなよび低温焼鈍状態で還元溶解試料は

酸化溶解試料K比し比較硬度が低〈黒鉛化が充分K行左われているととを示しているo

5. 昭和38年度支部大会（38年11月8・9日）
福島市福島綜合職業訪l験所に恥いて開催され、東北各県のみ左らず柑盗、関東地区からも参加

者が多〈約15 0名に述した。前述した2回の講演会で各都師の講演概要を希望される会員が多

かったので、今回はそれぞれプリ Y トを作成して配布した。大会の次才を以下K述べる。

( 1 ）挨 拶 大平支部長

本大会の開催lて当って御尽力hたYいた福島県、福島県機械工業指導所、福島製鋼‘伊達製鋼
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その他福島尉有事業所の各位？と謝意を述べられたあと、本年度国際鈴物会議（テエコスロパキ

ャ．プラハ市）に日本代表として出席された折の模様や‘ヨーロツパKj;,，ける鋳物の研究状況、

工喝を見学された感想左どに触れられた。

(2) CO2プロセスについて

大同製鋼 郡 男氏

。o，プロセ九の発展の歴史、概姿、 C02鋳型の諸位質、すなわち粘結剤の波度‘粘結剤の・
添加j丘、珪砂の粒皮と強さ、混砂時間と強さ‘ガλ吹込と放置時(HJ、加熱陀よる強さの変化、加

熱｛てよるガスの発生、熱伝導と鋳造応力、鋳型の収縮性‘鈴型の股湿性‘二次添加物の影響、通

気度左どの諸項目について詳細左データを示され、また実際作業法として、模型‘調砂、造型‘

塗型と乾燥、砂の回収、作業探準、鈴造欠陥と:x--:nn在ど豊富ま経験を述べられたあと、 C02プ

ロセスの利点と欠点について考察し経済的比較をされた。

(3) 国際鋳物会議に出席して

東北大学金研 丸山益輝氏

プラハ市K長ける本年度国際会議陀出席して、黒鉛球状化現象と溶湯の酸素量との関係、につい

て研究発表をされ、またその後各国の研究者と討論を交され、諸外国で日本α虫創的技術が知何
K高〈評価されているかKついて述べられ、聴衆陀深い感銘を与えられた。

( 4）総会

昭和37 年度卒業経過報告以ひ決算報告‘ 38年度事指十画~ j;,，よひ・予算について活発走討

論があD、その結果報告通b承認されたn

(5) 最近の新しい鋳造法について

名古屋工業技術試験所

廃取 男氏

鋳造後の機械加工を要し左い形状寸法精度のよい、いわゆる精密鋳造法につhて多数の実物資

料やλ ライドをJ日いて述べられたのすまわち、ロストワックス法、 γヨウプロセ丸、 γエルモー

ルト法， C 02法、ダイカスト法、金型鋳造法、低圧力鋳造法、その他コアーシユーターの利用

A .1-Fi n法‘スカル溶解法まど各項目について歴史、工程、特徴、応J目方面を詳し〈述べら

れ、最後に鈴造工場の自動化』てついてYピエトの或る工場では数名の工只だけで大工場を稼動し

ている例を示し今後の鋳物工場のあb方を示唆された。

(6) 中小企業の鋳物工場設備近代化について

新東工業 渡辺 進氏

最近V($＂ける設備近代化のための代表的走機械と、それらを合理的に組合せた生産性の高い鋳
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造プラントbよび作業環境の改善陀必要左集じλ局長置について述べられた。す左わち造型機械と

してはモールデイYグマシY、中子整型機、サンドスリンガ一、また砂先立里機械として混線機、

珪砂回収装置、製品清浄装置としてγ ヨットプラスハ ハイドロプラスハ鋳造プラY トのνイ

アクトとして小物用鋳造プラ ：，，， r ..自動造型ライ y、サY ドスリンガープテジ・1-＇最後に鋳物工

場の含盛度、集盛装置仕様の決定法、集塵装置の実例左どについて述べられ、つ宝いて映画陀よ

って近代化された鋳物工場の機械設備を紹介された。

(7）懇 親 ~』
:zx 

以上で才 1日自の行事を終b、パスiててー同飯坂温泉に向った。温泉lて浸って一日の疲れを｛ち

した後ー懇親会K移ったが、地元皆様の御尽力の結果誠に盛大で、特K卦図録bの民謡、踊b、

太鼓左ど心ゆぐまで福島の良さを満喫させていただいた。

(8) 統計より見た最金の鋳物需要の傾向

日本綜合鋳物センター 南 波 栄 土
問 氏

昭和25年ょ b本年KいたるまでC世界各国の鋳物需要の傾向を豊富左統計資科医もとづいて

銑銀読物、鈴鉱可鍛鉄、亜鉛ダイカスト、アルミダイカスト、軽合金鋳物左どそれぞれ用途別

に紹介され、特に軽合金鋳物の今後の伸びを期待されー経営者としての会員Kとって非常陀有意

義左示唆を与えられた。

(9) 鋳造方案を立てるときの鰭注意事項

新潟鉄工所 斎藤菊平氏

ヂーゼル機関鋳物について長年の豊富左体験と研究の成呆を、鈴造方案をたてるときの基本的考

え方から実例を多数あげて説明され、方案はどとまでも工場の実際に則して、合理的かつ経済的

観点から決められるべきで、たえずよ b良い方案の作裂に没頭するの治鋳造技術者の使命であb

またその際広義の鋳造方案すなわち鋳型のみで左心溶解、材質、製品の熱処理、仕上げなどを

含めた方案を考えるべきととを強調された。と，（K御自分で撮られた大型鋳物の型製作から鋳込

後処理に至る Bm.a フィルムはその成功の感激が吾々聴衆にも身K~みて感ぜられ深い感銘を与え

られた。

(10) 工場見学

昼食後、福島製鋼と福島製作所を見学した。

( 11 ）展示会

会期中講演会場にて展示会も行なわれ下記の各社製品か懐列された。

常盤窯業、東北開発、小高銀砂工業、山ーサンド工業所、福島溶材 以上

（東北大学工学部東北支部理事）
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戸かっ：7モ4-もjfit／；吋Eの手封ゐf右：たれる今日此頃ですが、会兵
の皆様にはますます街玩気で御活抱のととと存じます。日本的物

協会東北支部会¥fl}j’H予を:r，，届け申 し上げをナ。東北の鈍物工業

にたずさわる会只各位の気楽会談話連としてとの会却を育ててゆ

きたいと存じますc街l多/'t<'コ折から、会報才1f:.){rC寄せられまし

日本鈎物協会京北支部

長小路 ．来北大学工学f
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